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防 災 新 聞 「ち よ り」防 災 新 聞 「ち よ り」

第１回防災学習会に約３０名が参加

「高層難民とならないために」何をすべきか

防災意識アンケート調査で要望

の多かった学習会を１１月１１日

（土）午後７時から開催し、約３

０名の方に参加して頂きました。

テーマは「マンションにおける

自主防災活動」ということで、高

知市防災対策課山本聡係長を講師

に招き、被災したときにマンショ

ンゆえに気をつけなければならな

いことについて、お話し頂きまし

た。南海地震全般に対する説明に

ついては、ここでは省略して、マ

ンション特有の課題についての概

要を以下のとおり報告させて頂き

ます。
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自主防災会

参加者の皆さんは熱心に聞き入り、積極的な質問もされて
いました。

マンションは復旧対策が大変
マンションの場合は、１９８１年以降の新耐

震基準で建築されている場合には、全壊という

危険性は少ないが、ライフラインが停止してい

る間の対応に困難さがあります。

例えば、ライフラインが停止（電気、水道、

） 、「 」ガス してしまえば 水洗トイレが使えない

「 」 、エレベーターが使えない ということになり

仮設トイレを使うために高層階から一階までの

階段を往復することになります。また、配給物

資を高層階へ届けることなども困難となりま

す。

そのためにも、日頃からの次のような各自の

備えと共助の力を発揮出来るような自主防災会

の取り組みの蓄積が必要となってきます。

各自の備え

①家具の転倒防止など

②寝室の安全対策など

③生活必需品の備蓄など

④脱出ルートの確保・確認など

（玄関ドア以外に）

自主防災会での備え

①必需品の備蓄、救援物資の搬入機材、仮設ト

イレの設置など。

②居住者の情報把握、安否確認の方法、要援護

者の把握など。

③防災マップ、公衆電話の場所、集合場所、避

難場所の確認など。

④役員などの緊急連絡網、重要文書の保管、情
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報収集の方法など。

⑤防災訓練の実施、コミュニケーション、防災

意識の向上など。

また、いざというときの判断訓練としてのゲ

ーム「クロスロード」について紹介がありまし

た。災害対応は、ジレンマを伴う重大な決断の

連続です 「人数分用意できない緊急食料をそ。

れでも配るか 「事後に面倒が発生するかもし」

れないが、瓦礫処理を急ぐため分別せずに収集

するか」などの局面でどのように対応するのか

正解のないゲームを通じて判断していくもの

で、今後の訓練の中でも活用することが勧めら

れました。

今後は、講演会の内容を踏まえて、活動の具

体化や資機材の購入などについて、マンション

ゆえに備えておかなければならないものなどの

●被害の特徴

②広域にわたる被害

近年の我が国で最大の被害が想定

昭和南海地震との発生規模の違いを認識する必要性

③広域にわたる強大な津波による災害

①甚大な被害

関東から九州の広い範囲で被害の発生が想定

広域防災体制の確立・地域の防災力の向上の必要性

広域に巨大な津波が襲来し，甚大な物的・人的被害の想定

防御施設の整備・避難対策の確立等戦略的な検討の必要性

検討することとします。
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④揺れと津波による複合災害

⑤大量の物資不足

⑥甚大な経済損失

強い揺れのあとに，高い津波の襲来が想定

堤防・水門等の耐震性の点検，建物の耐震化の必要性

陸・海路の寸断により人的・物的輸送の困難が想定

輸送方法の検討及び物資の備蓄の必要性

最大で約５７兆円の被害が想定（阪神・淡路約１３兆円）

企業等も含めた地震防災対策の必要性

各班の役割と取り組みの検討について
現在は、管理組合理事の方に避難誘導班員を担って頂いているほか全部で３３名の方に役員に

ついて頂いています。これまでの議論の中では「役割を果たすには、現在の役員では人数が少な

。」「 、いのではないか 今の役員の任務はそれぞれの役割の企画立案を果たすぐらいに考えなければ

被災時にも全てをこなすのは無理」などの意見が役員会で出される中、将来的には、全世帯が何

らかの役員についていただくような構想を持った、議論と活動を進めていくことが確認されてい

ます。そのことで、各自の防災意識の向上といざというときの共助の体制ができあがっていくこ

とになると思われます。

第三回役員会では、消火班、避難誘導班の活動について議論をしましたが、次回は救出救護、

情報、炊事班の役割と活動について話し合うこととしています。全体の議論が仕上がった段階で

全体化するようにしていきます。
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昭和小学校の防災訓練でいろんな体験

自宅から小学校までの避難路を確認しながら、運動場に集合した参加者のみなさん。

昨年を上回る３００人強の参加者

今回で第二回目の昭和小学校区での地域防災

「 」 、訓練 あそぼうさい が１２月３日に開催され

我が自主防災会からも会長をはじめ役員のみな

さんで参加してきました。

９月から始まった準備会は４回を数え、５０

０人の参加者を目標に準備してきましたが、目

標には届きませんでしたが、昨年を上回る３０

０人強の参加者で、知寄町からは２５人を超え

る参加者で、昨年を大きく上回りました。

今回の特徴は、特に、子どもに連れられた大

人達や地域に自主防災組織ができた地区の参加

者が昨年より増加していたように思われます。

多彩なメニューで楽しく訓練

なお、メニューは多彩で、子ども達も含めて

楽しく体験したりすることができました。コー

ナーとして次のようなものがありましたのでご

報告しておきます。炊き出し、起震車体験、防

災カルタ大会、震災写真パネル展示、津波ビデ

オ、伝言ダイヤル体験、耐震性非常用貯水槽説

明、新聞紙でのスリッパづくり、校舎大迷路、

ローソクづくり、防災倉庫の説明、はしご車試

乗体験、救助犬救出デモンストレーション、防

火訓練・消火器・放水、救命救急法の体験、怪

我の応急処置など盛りだくさんとなっていまし

た。

また、高知市の防災講演会で発表予定となっ

ている５年生による防災プロジェクトの発表が

一部行われました。

昭和小学校を軸として、さまざまな地域の団

体を巻き込んだ防災訓練に、今後とも積極的に

参加していただくことをお願いしたいと思いま

す。

やはり起震車体験は人気があります
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会長の川見です

３月１１日（日）９時５０分
よろしく御願いします

火災発生の想定で行います
★高所はしご車避難訓練は9階で

★応急手当講習はまさかの時のために

★ベランダ緊急避難用はしごの使用訓練

訓練の積み重ねが、いざというときに力を発揮します

ご協力お願いします

今年の防災訓練はこれだ！
皆さん参加してください！

おおよそのタイムスケジュールは以下のとおりです

９：３０ 防災会役員打ち合わせ（集会室）

９：５０ 火災発生・避難

１０：００ はしご車避難訓練

１０：３０ 応急手当講習・緊急避難用はしごの使用訓練

１１：２０ 講評

１１：３０ 閉会終了


